
は
じ
め
に

　
「
子
愷
漫
画
」
と
称
さ
れ
る
独
自
の
イ
ラ
ス
ト
と
散
文
で
著
名
な
豊
子
愷
（
ほ
う
し
が
い
、
一
八
九
八
―
一
九
七
五
）
は
、
近
代
中
国

に
お
け
る
代
表
的
文
化
人
の
一
人
で
あ
る
。
豊
子
愷
は
高
僧
、
弘
一
法
師
（
一
八
八
〇
―
一
九
四
二
、一
九
一
八
年
に
出
家
す
る
以
前
の
俗

名
は
李
叔
同
）
の
芸
術
お
よ
び
仏
教
の
高
弟
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
的
哲
理
を
日
常
的
題
材
で
表
現
し
た
豊
の
漫
画
や
散
文

は
、
都
市
部
の
新
興
知
識
階
級
を
中
心
に
絶
大
な
人
気
を
博
し
た
。
豊
子
愷
は
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
や
夏
目
漱
石
『
草
枕
』
な
ど
、

日
本
文
学
の
翻
訳
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

抗
戦
期
、
豊
子
愷
は
約
一
〇
年
に
わ
た
り
、
親
族
一
〇
数
名
と
共
に
中
国
各
地
で
疎
開
生
活
を
お
く
っ
た
。
そ
の
間
、
一
九
三
八
年

秋
か
ら
翌
年
初
夏
に
か
け
て
、
豊
子
愷
は
広
西
省
立
桂
林
師
範
学
校
お
よ
び
同
地
に
疎
開
し
て
い
た
浙
江
大
学
で
芸
術
と
国
語
の
教
師

と
な
っ
た
。
小
論
で
扱
う
『
教
師
日
記
』
は
、
そ
の
時
期
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
桂
林
師
範
学
校
当
時
（
一
九
三
八
年
一
〇
月
―
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一
九
三
九
年
三
月
）
の
日
記
は
、
雑
誌
『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』（
第
一
七
期
―
第
三
〇
期
、
一
九
三
九
年
一
一
月
―
一
九
四
〇
年
一
〇
月
）
に
掲

載
さ
れ
た
。
後
に
、
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
教
師
日
記
』（
一
九
四
四
年
、
重
慶
・
萬
光
書
局
、
初（

1 
）

版
）
に
は
、
浙
江
大
学
当
時

（
一
九
三
九
年
三
月
―
一
九
三
九
年
六
月
）
の
日
記
も
収
録
さ
れ
て
い（

2 
）

る
。
日
本
に
は
一
九
四
六
年
に
小
野
忍
の
書
評
で
紹
介
さ
れ（

3 
）

た
。

　

出
身
地
で
あ
る
江
南
地
方
や
大
都
市
上
海
で
の
生
活
経
験
し
か
持
た
な
い
豊
子
愷
に
と
っ
て
、
中
国
各
地
で
の
疎
開
生
活
は
中
国
を

再
発
見
し
、
そ
の
将
来
に
つ
い
て
再
考
す
る
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
豊
子
愷
は
『
教
師
日
記
』
で
、
し
ば
し
ば
江
南
地
方
と

広
西
省
の
風
景
や
生
活
習
慣
、
言
語
の
違
い
に
触
れ
、
中
国
の
民
族
的
・
文
化
的
多
様
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
豊
子
愷
は
ま
た
『
教
師

日
記
』
に
お
い
て
、
中
国
が
国
家
と
し
て
不
調
和
、
不
均
衡
な
状
況
に
あ
る
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
こ
そ
が
中
国
の
内
政
・
外
政
問
題
の

根
本
的
要
因
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
戦
時
下
、
知
識
人
の
多
く
が
極
度
に
左
傾
化
す
る
中
、
豊
子
愷
は
自
国
の
現
状
と
将
来
に
つ
い

て
冷
徹
な
目
で
分
析
し
、
国
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

豊
子
愷
が
こ
の
よ
う
な
冷
静
か
つ
客
観
的
姿
勢
を
保
ち
え
た
背
景
に
は
、
そ
の
東
洋
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
。
豊
は
弘
一

法
師
に
よ
る
帰
依
式
を
受
け
た
仏
教
徒
で
あ
る
が
、
幼
時
期
に
学
ん
だ
儒
教
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
根
底
に
存
在
す
る
哲
理
を
追
求
し

た
。
豊
子
愷
は
そ
れ
ら
を
東
洋
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
形
へ
昇
華
さ
せ
、『
教
師
日
記
』
な
ど
の
作
品
で
読
者
に
提
示
し
て
見
せ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
独
自
の
思
想
は
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
も
保
持
さ
れ
、
豊
子
愷
は
文
革
期
に
も
秘
密
裏
に
共
産
党
批
判
の
散
文

や
漫
画
を
創
作
し
つ
づ
け
た
。

　

小
論
で
は
『
教
師
日
記
』
を
通
じ
て
、
当
時
の
文
壇
事
情
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
華
民
国
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
文
化
人
、
豊

子
愷
と
そ
の
東
洋
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
紹
介
、
考
察
す
る
。
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一
．『
教
師
日
記
』
執
筆
、
公
開
の
目
的

　

初
め
に
、
豊
子
愷
が
『
教
師
日
記
』
を
執
筆
、
公
開
し
た
目
的
を
序
文
か
ら
見
て
お
き
た
い
。
序
文
に
よ
る
と
、
豊
子
愷
は
も
と
も

と
日
記
を
つ
け
る
習
慣
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
平
素
は
生
活
が
凡
庸
で
、
浮
世
離
れ
し
て
お
り
、
書
く
べ
き
こ
と
も
無

く
、
ま
た
筆
を
執
る
の
が
億
劫
だ
っ
た
か
ら
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
の
冬
に
日
本
軍
が
突
如
、
豊
の
故
郷
石
門
湾
を
攻
め

て
き
た
た
め
、
豊
は
親
族
と
と
も
に
疎
開
の
途
に
着
い
た
。
各
地
を
転
々
と
し
た
後
、
一
九
三
八
年
の
夏
に
や
っ
と
桂
林
の
両
江
に
落

ち
着
く
に
至
っ
た
が
、
こ
の
半
年
の
間
、「
生
活
は
ま
こ
と
に
平
凡
な
ら
ざ
る
も
の
」
で
、
豊
子
愷
は
そ
の
詳
細
を
「
辞
縁
縁
堂
（
縁

縁
堂
を
辞
す
）」、「
桐
廬
負
暄
（
桐
廬
で
の
日
向
ぼ
っ
こ
）」、「
萍
郷
聞
耗
（
萍
郷
に
て
凶
報
を
聞
く
）」、「
漢
口
慶
捷
（
漢
口
で
の
勝
利
）」、

「
桂
林
講
学
（
桂
林
で
の
講
義
）」
の
五
篇
に
記
し
た
。
物
事
を
記
録
す
る
習
慣
が
身
に
着
い
た
の
は
、
こ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ（

4 
）
る
。

　

両
江
に
落
ち
着
い
て
か
ら
は
、
教
師
と
い
う
定
職
に
も
就
き
、「
生
活
は
ま
た
平
凡
な
も
の
に
な
っ
た
」。
し
か
し
、
豊
子
愷
は
日
記

を
書
き
続
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
豊
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
野
蛮
な
る
民
は
我
が
国
を
動
乱
し
て
、
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
我
が
国
の
喪
失
と
世
の
乱
れ
は
日
ご
と
に
甚
だ
し

い
。
我
が
身
は
自
然
あ
ふ
れ
る
こ
の
地
に
落
ち
着
き
、
仕
事
に
も
生
活
に
も
満
足
し
て
い
る
が
、
我
が
心
は
ど
う
し
て
、
平
時
に

故
郷
で
暮
ら
し
て
い
た
時
の
よ
う
に
悠
然
と
し
て
お
ら
れ
よ
う
か
。
お
よ
そ
過
ぎ
て
戻
ら
ざ
る
は
時
で
あ
り
、
起
こ
り
て
止
ま
ざ

る
は
思
い
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
こ
れ
ま
で
非
常
な
危
険
を
経
て
、
命
ば
か
り
は
か
ろ
う
じ
て
助
か
り
、
民
衆
の
大
い
な
る
苦
し

み
を
見
て
き
た
の
だ
。
今
後
、
ど
う
し
て
の
ん
び
り
と
日
々
を
過
ご
し
、
自
然
に
心
を
解
き
放
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
こ

で
、
こ
の
日
記
を
書
く
こ
と
で
、
前
述
の
五
篇
の
続
き
と
す
る
。
革
張
り
の
立
派
な
日
記
帳
は
無
い
が
、
毎
日
欠
か
さ
ず
日
記
を

つ
け
て
、
途
中
で
止
め
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し
た
い
。
そ
れ
は
事
実
や
気
持
ち
を
記
す
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
恒
心
に
励
み
、
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勤
労
を
学
ぶ
た
め
で
あ
る
。
か
つ
て
、
陶
侃
は
一
日
に
百
枚
の
瓦
を
運
ん
だ
。
私
は
一
日
に
数
百
字
を
記
す
。
不
足
の
観
は
あ
る

が
、
無
情
の
瓦
よ
り
少
し
は
ま
し
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
序
文
と
す（

5 
）

る
。

　

こ
こ
で
豊
子
愷
が
引
用
し
た
陶
侃
（
二
五
九
―
三
三
四
、
字
は
士
行
、 

鄱
陽
（
江
西
省
）
の
人
）
と
は
東
晋
の
将
軍
で
、
田
園
詩
人
と
し

て
著
名
な
陶
淵
明
の
曽
祖
父
と
さ
れ
て
い
る
。
陶
侃
は
初
め
荊
州
都
督
の
配
下
と
し
て
各
地
の
叛
将
や
強
賊
を
討
伐
し
、
そ
の
活
躍
が

王
敦
の
目
に
留
ま
り
、
王
の
推
挙
で
三
一
三
年
に
荊
州
の
刺
史
に
昇
進
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
杜
弢
ら
の
荊
州
で
の
叛
乱
を
平
定
し
、
功

を
上
げ
た
陶
侃
は
王
敦
に
妬
ま
れ
、
三
一
五
年
に
は
広
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
。

　

こ
の
頃
、
陶
侃
は
毎
朝
百
枚
の
瓦
を
部
屋
か
ら
運
び
出
し
、
毎
晩
そ
れ
を
部
屋
に
戻
す
こ
と
を
自
ら
に
課
し
て
い
た
。
あ
る
人
が
そ

の
訳
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
陶
侃
は
「
中
原
に
力
を
ふ
る
う
時
が
く
る
、
そ
の
日
の
た
め
に
辛
苦
に
馴
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
」
と
答

え
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
陶
侃
は
再
び
荊
州
刺
史
と
な
り
、
蘇
峻
の
乱
の
平
定
に
功
が
あ
っ
た
。
東
晋
最
大
の
州
鎮
の
統
帥
と
し
て
大

き
な
勢
力
を
も
ち
、
長
沙
郡
公
と
な
り
、
在
任
の
ま
ま
没
し（

6 
）
た
。

　

豊
子
愷
は
前
述
の
序
文
で
、
自
ら
を
陶
侃
に
例
え
、
日
記
を
書
く
こ
と
で
勝
利
の
日
を
目
指
し
て
苦
難
に
耐
え
る
姿
勢
を
宣
言
し
て

み
せ
た
。
陶
侃
に
と
っ
て
、
自
ら
を
窮
地
に
陥
れ
た
王
敦
は
、
か
つ
て
自
ら
に
昇
進
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
恩
人
で
も
あ
る
。
若
き

日
に
日
本
に
留
学
し
、
竹
久
夢
二
の
作
品
に
影
響
を
受
け
、
自
ら
も
夢
二
と
同
じ
く
筆
と
墨
で
西
洋
的
画
風
と
東
洋
的
画
趣
を
併
せ
持

つ
作
品
を
描
く
こ
と
で
、
独
自
の
世
界
を
開
い
て
き
た
豊
子
愷
が
、
日
本
と
の
戦
い
を
陶
侃
の
運
甓
の
故
事
に
例
え
た
背
景
に
は
、
単

な
る
復
讐
譚
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
日
本
へ
の
複
雑
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
．『
子
煩
悩
』
生
活
と
前
途
へ
の
希
望

　

豊
子
愷
は
前
述
の
序
文
を
書
い
た
翌
日
、
日
記
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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今
日
か
ら
日
記
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
喜
ば
し
い
出
来
事
が
二
つ
あ
っ
た
。
今
日
か
ら
新
た
な
学
校
で
授
業
が
始
ま
り
、
私
は
教

師
に
な
っ
た
。
ま
た
今
日
、
新
た
な
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
私
は
父
と
な
っ
た
。
今
日
は
何
と
い
う
素
晴
ら
し
い
日
で
あ
ろ
う
か
。

一
朝
に
し
て
二
つ
の
新
た
な
立
場
を
得
た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
私
は
こ
の
一
〇
年
の
間
、
教
師
を
し
て
お
ら
ず
、
妻
は
こ
の

一
〇
年
間
、
育
児
を
し
て
い
な
い
。
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
年
ぶ
り
に
再
び
、
懐
か
し
い
仕
事
に
就
い
た
の
だ
。
し
か
も
、
同
じ

日
に
始
め
る
と
は
、
ま
る
で
お
互
い
に
約
束
を
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
、
何
と
も
ま
れ
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
歓
喜
の
疲
労
に
包

ま
れ
つ
つ
、
日
記
の
第
一
頁
を
記（

7 
）
す
。

　

豊
子
愷
は
一
九
一
九
年
に
浙
江
省
立
第
一
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
後
は
、
同
校
の
先
輩
で
あ
り
、
同
じ
く
李
叔
同
の
高
弟
で
あ
っ
た

呉
夢
非
（
一
八
九
三
―
一
九
七
九
）、
劉
質
平
（
一
八
九
六
―
一
九
七
八
）
と
共
に
設
立
し
た
上
海
師
範
専
科
学
校
（
男
女
共
学
・
二
年
制
）

を
皮
切
り
に
、
日
本
に
留
学
し
た
一
年
弱
の
期
間
を
除
い
て
は
一
貫
し
て
教
職
に
就
き
、
上
海
郊
外
呉
淞
の
中
国
公
学
や
浙
江
省
上
虞

県
の
春
暉
中
学
等
で
美
術
や
音
楽
等
の
芸
術
科
目
を
教
え
て
い
た
。
一
九
二
五
年
に
は
、
国
家
権
力
の
介
入
や
特
定
の
グ
ル
ー
プ
、
個

人
か
ら
の
経
済
的
援
助
を
拒
否
し
た
、
自
由
で
新
し
い
教
育
を
目
指
し
て
、
春
暉
中
学
の
同
僚
で
あ
っ
た
匡
互
生
（
一
八
九
一
―

一
九
三
三
）、
朱
光
潜
（
一
八
九
七
―
一
九
八
六
）
と
共
同
で
立
達
学
園
を
設
立
し
た
。
し
か
し
、
経
営
難
か
ら
一
九
二
八
年
に
同
校
の

西
洋
画
科
が
停
止
さ
れ
て
か
ら
は
教
学
に
携
わ
る
こ
と
は
無
く
、
漫
画
と
随
筆
の
創
作
に
専
念
し
て
い
た
（
8 
）。
一
九
三
八
年
に
豊
子
愷
は

ま
さ
に
一
〇
年
ぶ
り
に
教
師
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
教
師
日
記
』
執
筆
当
時
、
豊
子
愷
が
勤
め
て
い
た
広
西
省
立
桂
林
師
範
学
校
（
現
桂
林
師
範
高
等
専
科
学
校
）
は
、
広
西
省
の
郷
村

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
唐
現
之
（
一
八
九
七
―
一
九
七
五
）
が
一
九
三
八
年
八
月
に
臨
桂
県
両
江
鎮
に
創
設
し
た
学
校
で
、
豊
が
赴

任
し
た
一
〇
月
二
四
日
に
は
ま
だ
校
舎
も
完
成
し
て
お
ら
ず
、
建
設
作
業
の
進
む
中
、
新
学
期
が
始
ま
っ
た
。
学
生
数
は
百
三
〇
余

名
、
教
師
は
一
〇
余
名
で
、
学
生
は
ほ
と
ん
ど
が
広
西
出
身
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
教
師
の
多
く
は
全
国
各
地
か
ら
桂
林
に
疎
開
し
て
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来
た
知
識
人
で
あ
っ（

9 
）
た
。

　

開
校
式
の
当
日
、
豊
子
愷
は
高
等
師
範
学
校
と
簡
易
師
範
学
校
で
美
術
と
図
画
の
授
業
を
担
当
し
た
後
、
家
に
戻
る
途
上
、
桂
林
市

内
の
病
院
に
入
院
中
の
妻
、
徐
力
民
（
一
八
九
六
―
一
九
八
三
）
の
容
態
が
思
わ
し
く
な
い
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
。
交
通
事
情
の
悪

い
中
、
ど
う
に
か
市
内
に
到
着
す
る
と
、
妻
の
子
癇
症
は
か
な
り
ひ
ど
く
、
す
ぐ
に
も
手
術
を
要
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
数
時
間
に
及

ぶ
手
術
の
後
、
豊
子
愷
に
と
っ
て
七
番
目
の
子
ど
も
と
な
る
男
児
新
枚
が
生
ま
れ（

10 
）
た
。

　

今
回
の
出
産
は
、
徐
力
民
に
と
っ
て
は
九
年
ぶ
り
の
事
で
あ
り
、
劣
悪
な
状
態
で
の
相
次
ぐ
移
動
に
加
え
、
四
〇
代
と
い
う
年
齢
も

あ
っ
て
、
か
な
り
の
難
産
と
な
り
、
意
識
不
明
の
ま
ま
帝
王
切
開
で
の
分
娩
と
な
っ
た
。
症
状
は
極
め
て
重
篤
で
、
昏
睡
状
態
が
一
昼

夜
続
い
た
。
そ
の
折
の
様
子
を
豊
子
愷
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

明
け
方
、
力
民
が
突
然
目
を
覚
ま
し
、
空
腹
を
訴
え
た
。
本
人
の
話
で
は
、
入
院
後
す
ぐ
に
記
憶
を
失
い
、
こ
の
時
初
め
て
意
識

が
戻
っ
た
と
の
こ
と
。
全
身
の
疲
労
感
は
あ
る
も
の
の
、
意
外
に
も
痛
み
は
無
い
由
。
今
回
は
言
わ
ば
安
産
で
は
な
か
っ
た
が
、

通
常
の
お
産
に
比
べ
て
痛
み
が
少
な
く
、
正
に
「
禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
」
結
果
と
な
っ
た
。
妻
は
自
分
が
も
う
出
産
を
終
え
た

と
は
信
じ
ず
、
ま
た
生
ま
れ
た
の
が
男
児
で
あ
る
と
は
更
に
信
じ
な
か
っ
た
。
陳
宝
（
豊
子
愷
の
長
女
、
大
野
注
）
が
看
護
士
に

特
別
に
頼
ん
で
赤
ん
坊
を
抱
い
て
来
て
も
ら
っ
て
妻
に
見
せ
、
そ
れ
で
よ
う
や
く
半
信
半
疑
と
な
っ
た
。
私
も
こ
の
時
、
初
め
て

赤
ん
坊
が
男
児
だ
と
知
っ
た
。
昨
朝
、
馬
一
浮
先
生
を
お
見
送
り
す
る
時
、
馬
先
生
は
子
ど
も
の
誕
生
を
祝
う
言
葉
を
か
け
て
下

さ
り
、
生
ま
れ
た
の
は
男
か
女
か
と
お
尋
ね
に
な
っ
た
。
私
は
答
え
ら
れ
ず
、
た
だ
「『
人
』
で
す
」
と
だ
け
申
し
上
げ
た
。
一

同
み
な
失
笑
し（

11 
）
た
。

　

さ
て
、
豊
子
愷
の
随
筆
を
日
本
で
最
初
に
翻
訳
、
出
版
し
た
の
は
吉
川
幸
次
郎
で
あ
る
。
吉
川
は
翻
訳
集
『
縁
縁
堂
随
筆
』
の
「
訳

者
の
言
葉
」
で
、
豊
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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著
者
の
お
子
さ
ん
に
対
す
る
愛
は
異
常
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
一
般
児
童
の
生
活
に
も
、
常
に
興
味
と
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。

（
中
略
）　

私
が
か
つ
て
周ツ
エ
ツ
ニ
ン

作
人
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
時
、
先
生
は
「
支
那
に
は
子
煩
悩
に
あ
た
る
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と

い
わ
れ
た
。
著
者
の
如
き
は
、
子
煩
悩
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
著
者
の
お
子
さ
ん
に
対
す
る
愛

に
は
、
支
那
人
に
特
有
な
無
常
観
、
も
の
を
流
転
の
形
に
お
い
て
し
か
見
る
こ
と
の
出
来
ぬ
悲
し
み
が
、
そ
の
底
を
流
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
「
子
煩
悩
」
と
は
ち
が
う
。
や
は
り
支
那
に
は
「
子
煩
悩
」
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
の
で
あ（

12 
）
る
。

　

吉
川
幸
次
郎
は
前
文
で
、
中
国
に
は
「
子
煩
悩
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
と
述
べ
た
が
、『
教
師
日
記
』
に
は
豊
の
自
称
「『
子
煩
悩
』

生
活
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

近
頃
は
毎
朝
、
赤
ん
坊
の
面
倒
を
見
て
い
る
。
牛
乳
を
飲
ま
せ
（
徐
力
民
が
母
乳
の
出
な
い
体
質
で
あ
っ
た
た
め
、
大
野
注
）、

襁
褓
を
取
替
え
、
歌
を
歌
う
の
が
今
や
習
慣
と
な
っ
た
。
一
五
年
前
の
「
子
煩
悩
」
生
活
を
ま
た
お
さ
ら
い
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
だ
。
し
か
し
、
腕
は
少
し
も
鈍
っ
て
い
な
い
。
い
や
、
鈍
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
。
一
種
の
親
子
愛
の
お
か
げ
で
、
少
し

や
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
勘
が
戻
っ
て
き
た
の（

13 
）
だ
。

　

新
枚
の
誕
生
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
豊
子
愷
は
四
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
お
り
し
も
、
豊
一
家
が
故
郷
を
後
に
し
て
、
ち
ょ
う
ど

一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。
豊
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
ふ
り
か
え
り
、
様
々
な
感
慨
に
ふ
け
り
つ
つ
、
疎
開
の
途
に
つ
い
て
か
ら

の
こ
の
一
年
間
は
ま
さ
に
、
陸
遊
（
一
一
二
五
―
一
二
〇
九
、
字
は
務
観
、
号
は
放
翁
、
山
陰
（
浙
江
省
紹
興
）
の
人
）
の
詩
「
遊
山
西

村
」
の
対
句
「
山
重
水
複
疑
無
路　

柳
暗
花
明
又
一
村
」
に
例
え
る
に
相
応
し
い
と
感
じ
て
い（

14 
）
た
。

　

陸
遊
は
南
宋
を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人
で
あ
る
が
、
政
治
的
に
は
栄
転
と
免
官
を
く
り
か
え
す
人
生
で
あ
っ
た
。
陸
遊
の
生
ま
れ
た

一
一
二
五
年
に
北
方
の
女
真
族
、
金
が
侵
入
し
た
こ
と
で
（
靖
康
の
変
）、
宋
は
国
土
の
半
分
を
失
っ
た
が
、
そ
の
後
も
戦
乱
は
続
き
、

南
宋
と
金
の
講
和
が
成
立
し
た
の
は
一
一
四
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
、
南
宋
で
は
金
と
の
講
和
に
よ
る
現
状
維
持
を
主
張
す
る
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講
和
派
と
、
徹
底
的
抗
戦
を
主
張
す
る
抗
戦
派
と
の
対
立
が
続
い
た
。
陸
遊
は
強
硬
な
抗
戦
論
者
で
、
一
一
四
二
年
に
宋
と
金
と
の
平

和
が
復
活
し
た
後
も
抗
戦
論
を
唱
え
続
け
た
。
全
体
を
通
じ
て
、
講
和
派
が
実
権
を
握
っ
て
い
た
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
、
陸
遊
も
冷

遇
さ
れ
て
い
た
期
間
の
方
が
長
い
。

　
「
遊
山
西
村
」
は
、
陸
遊
が
隆
興
（
現
江
西
省
南
昌
市
）
の
通
判
（
副
知
事
）
の
職
を
免
じ
ら
れ
、
郷
里
に
戻
っ
た
翌
年
（
一
一
六
七

年
）、
陸
遊
が
四
三
歳
の
時
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
陸
遊
は
郷
里
山
陰
郊
外
の
三
山
と
い
う
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
が
、
こ

の
詩
の
「
山
西
の
村
」
と
は
三
山
の
西
に
あ
っ
た
村
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

「
遊
山
西
村　
（
山
西
の
村
に
遊
ぶ
）」　　

陸
遊

　
　
　

莫
笑
農
家
臘
酒
渾　
　
　

笑
う
莫な

か
れ　

農
家
の
臘ろ
う

酒し
ゅ　

渾に
ご

れ
る
を　

　
　
　

豊
年
留
客
足
鶏
豚　
　
　

豊
年　

客
を
留
む
る
に　

鶏
豚　

足
れ
り

　
　
　

山
重
水
複
疑
無
路　
　
　

山
重か
さ

な
り　

水
複か
さ

な
っ
て　

路み
ち

無
き
か
と
疑
う
に

　
　
　

柳
暗
花
明
又
一
村　
　
　

柳
暗
く　

花
明
る
き
に　

又ま

た
一
村
あ
り

　
　
　

簫
鼓
追
随
春
社
近　
　
　

簫
し
ょ
う

鼓こ　

追
随
し
て　

春
社
近
く

　
　
　

衣
冠
簡
朴
古
風
存　
　
　

衣
冠　

簡
朴
に
し
て　

古
風
存
す

　
　
　

従
今
若
許
閑
乗
月　
　
　

今
従よ

り　

若も

し
閑か
ん

に　

月
に
乗
ず
る
を
許
さ
ば

　
　
　

拄
杖
無
時
夜
叩
門　
　
　

杖
に
拄よ

り
て　

時
無
く　

夜　

門
を
叩
か
ん　

　
　
　

田
舎
家
の
暮
れ
に
仕
込
ん
だ
酒
が
濁
り
酒
だ
な
ど
と
、
あ
ざ
け
る
に
は
及
ば
な
い
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豊
作
で
、
お
客
を
も
て
な
す
に
は
、
鶏
も
豚
も
十
分
す
ぎ
る
程

　
　
　

重
な
り
合
う
山
々
、
折
れ
曲
が
っ
た
川
筋
、
も
う
行
き
止
ま
り
か
と
思
っ
た
が

　
　
　

く
ろ
ぐ
ろ
と
茂
る
柳
の
か
げ
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
花
々
、
ま
た
村
が
一
つ

　
　
　

笛
や
太
鼓
の
音
が
後
を
追
っ
て
来
る
の
は
、
春
の
祭
り
が
近
い
か
ら
だ
ろ
う

　
　
　

村
人
の
着
物
や
、
か
ぶ
り
も
の
の
素
朴
さ
に
は
古
代
の
風
俗
が
残
っ
て
い
る

　
　
　

こ
れ
か
ら
も
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
、
私
は
遊
び
に
来
る
か
も
し
れ
な
い

　
　
　

杖
を
つ
い
て
、
不
意
に
訪
れ
て
も
、
ど
う
か
大
目
に
見
て
ほ
し（

15 
）
い

　

こ
れ
は
、
陸
遊
の
詩
の
中
で
も
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
豊
子
愷
が
引
用
し
た
対
句
「
山
重
水
複
疑
無
路　

柳
暗
花
明
又
一
村
」
は

特
に
よ
く
知
ら
れ
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
こ
の
対
句
に
つ
い
て
、
小
川
環
樹
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

二
句
は
風
景
の
描
写
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
私
は
こ
れ
を
読
ん
で
感
じ
る
こ
と
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
の
中
に
人

生
の
行
路
に
つ
い
て
の
譬ひ

喩ゆ

が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
水
路
を
ゆ
く
ほ
ど
に
、
平
野
か
ら
山
あ
い
に
は

い
り
、
両
岸
は
せ
ま
り
、
前
途
の
見
と
お
し
が
き
か
な
く
な
っ
て
、
も
う
路
の
終
り
に
な
っ
た
の
か
と
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ

へ
、
ひ
と
つ
の
山
の
曲
り
か
ど
を
折
れ
た
と
思
う
と
、
に
わ
か
に
目
の
前
は
ひ
ら
け
、
ま
ば
ゆ
く
花
が
さ
き
み
だ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
ほ
と
ん
ど
絶
望
と
思
わ
れ
た
前
途
に
、
意
外
に
明
る
い
光
が
さ
し
た
の
に
似
て
い
る
。
陸
游
は
悲
観
主
義
の
人
で
は
な
か
っ

た
。（
中
略
）
彼
は
楽
天
的
な
人
生
観
を
も
っ
て
い
て
、
終
生
そ
れ
を
失
わ
な
か
っ（

16 
）
た
。

　

小
川
は
ま
た
、
陸
遊
の
「
遊
山
西
村
」
と
、
そ
の
三
四
年
後
、
陸
遊
が
七
七
歳
の
時
に
同
じ
く
郷
里
で
詠
ん
だ
七
言
律
詩
「
西
村
」

の
二
首
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
は
陸
遊
が
た
い
へ
ん
落
ち
つ
い
た
平
静
な
心
の
持
ち
ぬ
し
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
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静
か
さ
を
妨
げ
る
雑
音
は
な
い
。『
柳
暗
し
』
と
は
言
う
も
の
の
、
風
景
は
明
る
く
、
前
途
へ
の
希
望
を
決
し
て
な
く
さ
な
い
闊
達
さ

が
あ
る
」
と
述
べ
て
い（

17 
）

る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、「
遊
山
西
村
」
は
陸
遊
が
失
脚
し
、
郷
里
に
戻
っ
た
折
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
詠
ま
れ
た
「
山
重
水
複

疑
無
路　

柳
暗
花
明
又
一
村
」
の
二
句
に
、
小
川
環
樹
は
陸
遊
の
「
前
途
へ
の
希
望
」
と
、
そ
れ
を
「
決
し
て
な
く
さ
な
い
闊
達
さ
」

を
読
み
取
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
こ
の
句
を
引
用
し
た
豊
子
愷
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
豊
子
愷
も
疎
開
当
初
か
ら
そ
の
よ
う
な
闊
達
さ
を
身
に
つ
け
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
豊
子
愷
が
一
九
三
八
年
一
二
月
に
、

上
海
に
残
っ
て
い
た
恩
師
、
夏
丏
尊
（
一
八
八
六
―
一
九
四
六
）
に
宛
て
た
私
信
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

流
浪
の
当
初
は
苦
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
連
日
、
苦
し
み
を
訴
え
ま
し
た
が
、
苦
し
み
は
去
ら
ず
、
む
し
ろ
憂
い
の
あ
ま

り
に
我
が
身
を
傷
つ
け
、
生
き
る
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
考
え
を
改
め
、
逆
境
を
耐
え
忍
び
、
人
事
を
尽
く
し

て
天
命
を
待
つ
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
先
の
こ
と
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
、
こ
の
一
年
は
苦
し
さ
の
中
に
も
尚
、
分
に
応
じ
て

そ
れ
な
り
に
楽
し
み
を
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
身
体
も
元
気
を
取
り
戻
し
て
ま
い
り
ま
し（

18 
）

た
。

　

こ
の
よ
う
な
心
境
の
変
化
に
つ
い
て
、
豊
子
愷
は
陸
遊
の
詩
を
引
用
し
た
、
誕
生
日
の
日
記
で
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

こ
の
一
年
の
う
ち
に
、
苦
難
や
心
配
、
い
ら
だ
ち
、
緊
張
、
危
険
な
ど
は
も
う
既
に
充
分
に
経
験
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
、
思
い
が
け
な
い
幸
運
や
危
険
か
ら
の
避
難
、
新
し
い
経
験
、
楽
し
み
の
味
も
少
な
か
ら
ず
味
わ
え
た
。（
中
略
）
こ
れ
ま
で

の
生
活
は
、
あ
た
か
も
大
平
原
の
よ
う
で
、
長
い
道
が
果
て
し
な
く
続
き
、
変
化
に
乏
し
く
、
せ
い
ぜ
い
、
い
く
つ
か
の
曲
が
り

角
を
曲
が
り
、
い
く
つ
か
の
溝
を
飛
び
越
え
、
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
橋
を
渡
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
一
年
間
は
険
し
い
山
道

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
私
は
少
な
か
ら
ぬ
経
験
を
重
ね
、
少
な
か
ら
ぬ
鍛
錬
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は

決
し
て
、
険
し
い
山
道
を
賛
美
し
、
平
ら
で
広
々
と
し
た
道
を
楽
し
ま
な
い
訳
で
は
な
い
。
広
々
と
し
た
大
き
な
道
を
ゆ
っ
く
り
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歩
む
こ
と
を
望
ま
な
い
者
が
い
よ
う
か
。
し
か
し
、
険
し
い
山
道
に
も
、
そ
の
苦
労
に
報
い
る
だ
け
の
報
酬
が
あ
り
、
決
し
て
完

全
に
不
幸
だ
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は
、
そ
う
し
た
険
し
さ
に
恐
れ
を
な
し
て
、
何
も
せ
ず
、
連
日
の
よ
う
に
苦
し
さ
を

訴
え
る
に
は
あ
た
ら
な
い
。
四
一
歳
の
誕
生
日
に
一
人
で
人
生
を
振
り
返
る
際
、
こ
う
考
え
る
こ
と
で
私
は
大
い
に
慰
め
ら
れ
、

ま
た
励
ま
さ
れ
る
思
い
が
す
る
。
少
な
く
と
も
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
私
の
こ
の
よ
う
な
考
え
を
受
け
継
い
で
く
れ
れ
ば
と

思（
19 
）
う
。

　

こ
の
日
記
が
書
か
れ
た
の
は
、
豊
子
愷
一
家
が
戦
禍
を
逃
れ
て
各
地
を
転
々
と
し
、
ち
ょ
う
ど
一
年
に
な
ろ
う
か
と
い
う
時
で
あ

る
。
国
家
の
行
方
に
も
、
自
分
自
身
や
家
族
の
将
来
に
も
何
の
見
通
し
も
立
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ひ
と
ま
ず
桂
林
に
落
ち
着

く
こ
と
も
で
き
た
。
陸
遊
の
詩
は
い
わ
ば
、
豊
子
愷
が
自
分
自
身
に
向
け
て
、
そ
し
て
ま
た
陸
遊
の
詩
と
豊
子
愷
の
随
筆
を
愛
す
る
読

者
に
向
け
て
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
絶
望
的
な
状
況
で
あ
っ
て
も
前
途
は
必
ず
や
開
か
れ
て
お
り
、
前
途
へ
の
希

望
を
決
し
て
失
わ
ぬ
よ
う
に
と
の
願
い
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
戦
乱
の
中
、
母
親
の
年
齢
や
劣
悪
な
環
境
で
の
長
時
間
の
移
動
と
い
っ
た
諸
問
題
を
乗
り
越
え
て
、
一
〇
年
ぶ
り
に
無
事
に

生
ま
れ
た
幼
子
は
、
ま
さ
に
行
き
止
ま
り
の
先
に
突
然
ひ
ら
け
た
美
し
い
景
色
の
様
で
、
豊
と
家
族
に
尽
き
せ
ぬ
喜
び
と
希
望
を
も
た

ら
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
豊
子
愷
と
家
族
の
こ
う
し
た
思
い
は
、「
新
枚
」
と
い
う
名
前
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
春
、

豊
は
山
東
省
台
児
荘
で
の
中
国
軍
の
勝
利
を
祝
し
て
「
大
樹
被
斬
伐
、
生
機
並
不
絶
。
春
来
怒
抽
条
、
気
象
何
蓬
勃
！
（
大
樹
は
根
元

か
ら
伐
ら
れ
て
も
、
そ
の
生
命
力
は
決
し
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
春
が
来
れ
ば
勢
い
よ
く
枝
を
伸
ば
す
、
そ
の
様
は
な
ん
と
潑
剌
と
し
た
こ
と

か
！
）」
と
い
う
詩
を
詠
ん
だ
。
豊
子
愷
は
当
初
、
こ
の
詩
に
ち
な
ん
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
「
新
条
（
新
し
い
枝
）」
と
命
名

す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
条
」
の
字
は
響
き
が
悪
い
の
で
、
同
義
の
「
条
枚
」
の
「
枚
」
の
字
が
よ
い
と
い
う
、
長
女
陳

宝
の
説
に
し
た
が
い
、
子
ど
も
は
「
新
枚
」
と
名
付
け
ら
れ（

20 
）

た
。
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新
枚
が
生
ま
れ
る
と
、
豊
子
愷
は
そ
れ
ま
で
自
ら
が
書
斎
と
し
て
い
た
牛
小
屋
を
直
し
、
そ
こ
に
新
枚
を
住
ま
わ
せ
る
こ
と
に
し

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
豊
は
『
教
師
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

牛
乳
を
飲
み
、
牛
小
屋
に
住
め
ば
、
新
枚
は
将
来
、
牛
の
よ
う
な
大
き
な
力
で
、
敵
陣
を
追
い
散
ら
し
、
失
地
を
回
復
で
き
る
だ

ろ
う
。
少
な
く
と
も
田
畑
を
耕
し
て
、
世
の
中
の
餓
え
た
人
々
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
、
そ
の
鈍
重
さ
も
牛
の
よ
う
で

あ
っ
て
も
、
一
向
に
構
わ
な
い
。
中
国
が
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
実
に
人
々
が
あ
ま
り
に
賢
す
ぎ
て
、
愚

直
な
努
力
を
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
な
の（

21 
）
だ
！

三
．
戦
時
下
で
の
「
万
物
一
体
」
論

　

前
述
の
よ
う
に
、
豊
子
愷
に
と
っ
て
教
壇
に
立
つ
の
は
約
一
〇
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
際
し
て
、
豊
が
最
も
懸
念
し
た

の
は
言
葉
の
問
題
と
、
初
め
て
国
語
の
授
業
を
受
け
持
つ
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

　

学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
広
西
出
身
で
、
浙
江
な
ま
り
の
強
い
豊
子
愷
の
言
葉
を
理
解
で
き
る
者
は
わ
ず
か
半
数
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、

豊
は
ま
ず
学
生
に
朗
読
を
聞
か
せ
て
自
分
の
話
す
中
国
語
に
慣
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
同
校
で
は
教
育
庁
の
規
定
に
従
い
、
中
華

書
局
版
の
師
範
学
校
用
『
国
文
読
本
』
を
教
科
書
と
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
豊
の
随
筆
「
私
の
苦
学
経
験
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
た

め
、
最
初
の
授
業
で
は
そ
れ
を
朗
読
し
た
。

　

朗
読
に
際
し
て
、
豊
子
愷
は
学
生
に
、
な
ぜ
浙
江
な
ま
り
の
強
い
自
分
の
中
国
語
に
慣
れ
て
も
ら
い
た
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
二
つ

黒
板
に
記
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
豊
は
本
来
な
ら
ば
自
分
も
桂
林
の
言
葉
を
覚
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
桂
林
以
外
の

学
生
も
お
り
、
ま
た
自
分
の
よ
う
に
年
齢
が
高
く
な
る
と
舌
が
硬
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
出
し
た
こ
と
の
な
い
音
を
出
す
の
は
難
し
い
の

で
、
学
生
が
自
分
の
な
ま
り
に
慣
れ
て
く
れ
る
方
が
合
理
的
だ
か
ら
だ
と
冗
談
め
か
し
た
後
、
二
つ
目
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
記
し
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た
。

　
　

ま
し
て
や
、
こ
れ
は
君
た
ち
に
大
い
な
る
利
点
を
も
た
ら
す
の
だ
。
こ
の
た
び
、
君
た
ち
に
授
業
を
し
て
く
れ
る
先
生
方
は
中
国

各
省
か
ら
い
ら
し
た
方
た
ち
だ
。
君
た
ち
は
中
国
各
省
の
方
言
を
耳
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
言
葉
は
文
化
と
大
い
に
関
係
し
て
い

る
。
君
た
ち
が
中
国
各
省
の
言
葉
を
聞
い
て
、
そ
れ
に
慣
れ
れ
ば
、
君
た
ち
の
度
量
や
気
概
も
大
き
く
な
る
。
そ
れ
は
広
西
省
一

省
に
限
る
こ
と
な
く
、
中
国
全
土
へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ（

22 
）
う
。

　

豊
子
愷
は
学
生
に
、
自
分
の
周
辺
の
小
さ
な
世
界
だ
け
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
中
国
人
の
国
家
で
あ
る
中
国
全
土
に
想
い
を

馳
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
豊
子
愷
自
身
が
中
国
各
地
で
疎
開
生
活
を
お
く
り
、
各
地
の
生
活
習
慣
や
言

語
の
違
い
に
触
れ
、
中
国
の
民
族
的
・
文
化
的
多
様
性
を
再
発
見
し
た
こ
と
に
も
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
験
が
、
豊
子
愷
に

中
国
が
国
家
と
し
て
不
調
和
、
不
均
衡
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
引
用
で
、
豊
は
学
生
に
共
感
の
対
象
を
広
西
省
か
ら
中
国
全
土
へ
と
広
げ
る
よ
う
に
提
唱
し
た
が
、
そ
の
数
日
後
に
開
か
れ

た
三
ク
ラ
ス
合
同
の
学
生
大
会
で
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　

今
日
、
君
た
ち
三
ク
ラ
ス
の
学
生
会
が
合
同
で
成
立
大
会
を
開
く
に
あ
た
り
、
こ
の
地
方
で
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
を
送
り
た

い
。
そ
の
言
葉
と
は
「
三
位
一
体
」
で
あ
る
。
君
た
ち
は
三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
務
手
続
き
の
便
宜
上
、
分

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
三
ク
ラ
ス
の
学
生
は
や
は
り
一
体
で
あ
り
、　

君
た
ち
は
皆
、
桂
林
師
範
学
校
の
第

一
期
生
で
あ
る
。

　
　
　

三
位
一
体
で
あ
る
か
ら
に
は
、
君
た
ち
は
「
我
々
」、「
君
た
ち
」、「
彼
ら
」
の
意
見
を
排
除
し
て
、
協
力
し
て
や
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
枠
に
固
執
し
て
、
お
互
い
に
問
題
を
惹
き
起
こ
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。

お
よ
そ
団
体
の
活
動
が
（
特
に
中
国
に
お
い
て
、
原
注
）
失
敗
す
る
の
は
す
べ
て
皆
、
こ
れ
が
原
因
な
の
で
あ（

23 
）

る
。
君
た
ち
は
人
数
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こ
そ
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
一
個
の
団
体
で
あ
る
。
君
た
ち
は
皆
、
全
体
に
重
き
を
置
く
と
い
う
考
え
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
、
度
量
を
大
き
く
す
る
だ
け
で
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
度
量
と
い
う
も
の
は
自
分
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
君
た
ち
と
桂
林
の
各
学
校
の
学
生
は
皆
、
同
じ
く
広
西
の
学
生
で
あ
る
。
君
た
ち
と
全
国
各
校
の
学
生
は
皆
、
同
じ
く
中

国
の
学
生
で
あ
る
。
一
歩
お
し
す
す
め
る
と
、
君
た
ち
と
全
国
の
す
べ
て
の
人
は
皆
、
同
じ
く
中
国
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
歩
お

し
す
す
め
る
と
、
君
た
ち
と
世
界
の
す
べ
て
の
国
民
は
皆
、
同
じ
く
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
歩
お
し
す
す
め
る
と
、
君
た
ち
と
こ

の
世
の
す
べ
て
の
動
植
物
は
皆
、
同
じ
く
生
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
が
非
人
道
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
な
ら

ば
、
我
々
は
彼
ら
に
代
わ
っ
て
憤
慨
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
動
物
が
虐
待
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
我
々
は
ま
た
同
情
心
を
も
た
ね
ば

な
ら
な
い
。
度
量
を
大
き
く
す
れ
ば
、
我
執
は
お
の
ず
か
ら
弱
ま
り
、
争
い
は
お
の
ず
か
ら
消
滅
す
る
。
我
執
も
争
い
も
な
い
状

態
は
、
団
体
生
活
に
と
っ
て
、
実
に
最
大
の
幸
福
で
あ
る
。
団
体
と
は
人
間
の
身
体
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
で
、
身
体
の
各
部
位
は

決
し
て
互
い
に
争
っ
た
り
は
し
な
い
。
そ
こ
で
、
私
は
君
た
ち
に
世
界
を
一
つ
の
身
体
と
見
な
す
こ
と
を
勧
め
る
。
一
歩
さ
が
っ

て
、
中
国
を
一
つ
の
身
体
と
見
て
み
よ
う
。
数
百
歩
さ
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
桂
林
師
範
学
校
を
一
つ
の
身
体
と
見
て
み
よ
う
。

つ
ま
り
、
我
々
は
「
万
物
一
体
」
の
大
き
な
度
量
を
も
つ
べ
き
な
の
で
あ（

24 
）
る
。

　

こ
の
講
話
は
上
述
の
よ
う
に
、
桂
林
師
範
学
校
の
学
生
に
向
け
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
豊
子
愷
は
そ
の
後
、
同
文
を
『
宇
宙

風
（
乙
刊
）』
第
一
八
期
に
掲
載
し
、
ま
た
一
九
四
四
年
出
版
の
単
行
本
『
教
師
日
記
』
に
も
収
録
し
て
い
る
。
戦
時
下
に
発
表
す
る

に
は
勇
気
の
い
る
内
容
で
あ
る
が
、
豊
は
敢
え
て
発
表
し
た
。
仏
教
を
信
奉
し
、
幼
少
時
か
ら
儒
教
的
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
豊
子

愷
に
と
っ
て
、
慈
悲
や
仁
愛
な
ど
の
概
念
は
抗
戦
期
に
お
い
て
も
決
し
て
捨
て
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
国
家
全
体
が
戦

闘
態
勢
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
敢
え
て
提
唱
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
万
物
一
体
」
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
、
豊
子
愷
は
桂
林
師
範
学
校
の
後
に
勤
め
た
桂
林
浙
江
大
学
で
の
芸
術
の
授
業
を
終
え

豊子愷『教師日記』研究（一）〔大野　公賀〕

240



る
に
あ
た
り
、「
万
物
一
体
」
と
は
す
な
わ
ち
広
範
な
共
感
の
心
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
芸
術
心
」
の
本
質
で
あ
る
と
述
べ
て
い

（
25 
）

る
。
豊
は
ま
た
、
芸
術
と
は
「
こ
の
世
の
平
和
と
幸
福
の
母
」
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い（

26 
）

る
。
そ
れ
は
、
芸
術
教
育
を
通
じ
て
「
芸
術

心
」、
す
な
わ
ち
万
物
を
一
体
と
見
な
す
「
広
範
な
共
感
の
心
」
を
養
い
育
て
る
こ
と
が
、
平
和
で
幸
福
な
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ（

27 
）

る
。

四
．
教
師
生
活

　

桂
林
師
範
学
校
の
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
広
西
出
身
者
で
あ
っ
た
た
め
、
浙
江
出
身
の
豊
子
愷
は
授
業
に
際
し
て
、
学
生
に
自
分
の

言
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
、
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
自
分
の
な
ま
り
に
慣
れ
て
も
ら
う
た
め
、
豊

は
最
初
の
国
語
の
授
業
で
は
、
自
ら
の
随
筆
「
私
の
苦
学
経
験
」
を
朗
読
し
、
二
回
目
の
授
業
で
は
、
厨
川
白
村
（
一
八
八
〇
―

一
九
二
三
）
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
は
、
入
試
の
国
語
答
案
の
多
く
が
「
人
は
こ
の
世
に
生
を
な
し
て
…
…
」
と
い
う
、
古
め

か
し
い
決
ま
り
文
句
で
始
ま
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
試
み
は
敢
え
な
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
時
の
様
子
を
豊

は
『
教
師
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

魯
迅
先
生
の
翻
訳
は
あ
ま
り
に
も
厳
密
す
ぎ
て
、
学
生
が
理
解
で
き
な
い
の
も
仕
方
が
な
い
よ
う
な
所
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
中

国
語
ら
し
い
文
に
改
め
、
黒
板
に
書
い
て
み
せ
た
が
、
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
学
生
が
い
た
。
理
解
で
き
た
学
生
も
、
あ
ま
り
興

味
が
な
い
よ
う
だ
っ（

28 
）
た
。

　

豊
子
愷
が
授
業
で
取
り
上
げ
た
作
品
は
、
内
容
や
タ
イ
ト
ル
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
魯
迅
訳
『
出
了
象
牙
之
塔
』「
二　

Essay

」

（
原
題
『
象
牙
の
塔
を
出
て
』「
二　

エ
ッ
セ
イ
」）
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
豊
子
愷
が
魯
迅
の
訳
文
に
つ
い
て
、
上
述
の
よ
う
に
感
じ
た
の

も
や
む
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
魯
迅
（
一
八
八
一
―
一
九
三
六
）
が
意
図
的
に
、
敢
え
て
そ
う
訳
し
た
か
ら
で
あ
る
。
魯
迅
は
「『
苦
悶
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的
象
徴
』
引
言
」
お
よ
び
「『
出
了
象
牙
之
塔
』
後
記
」
の
二
篇
で
、
自
分
の
翻
訳
が
「
直
訳
」
な
の
は
「
原
文
の
口
調
を
そ
の
ま
ま

保
ち
た
い
か
ら
」
だ
と
述
べ
、
ま
た
文
法
的
に
問
題
の
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い（

29 
）

る
。

　

魯
迅
は
厨
川
の
著
述
の
う
ち
『
象
牙
の
塔
を
出
て
』
と
『
苦
悶
の
象
徴
』
の
二
冊
を
翻
訳
出
版
し
て
い
る
が
、
実
は
魯
迅
の
数
ヵ
月

後
に
豊
子
愷
も
『
苦
悶
の
象
徴
』
を
翻
訳
し
て
い（

30 
）

る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
魯
迅
は
豊
の
訳
本
の
出
版
以
前
か
ら
既
に
耳
に
し
て
い
た

よ
う
で
あ（

31 
）

る
。
豊
の
訳
本
は
商
務
印
書
館
か
ら
文
学
研
究
会
叢
書
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
魯
迅
が
同
研
究
会
の
鄭
振
鐸
（
一
八
九
八

―
一
九
五
八
）
や
葉
聖
陶
（
一
八
九
四
―
一
九
八
八
）
等
か
ら
情
報
を
得
た
可
能
性
は
高
い
。
魯
迅
と
豊
子
愷
に
は
、
他
に
も
共
通
の
友

人
が
多
い
た
め
、
あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
一
人
か
ら
知
ら
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
同
じ
く
厨
川
著
『
近
代
の
恋
愛
観
』

を
翻
訳
し
た
夏
丏
尊
は
、
豊
の
浙
江
省
立
第
一
師
範
学
校
の
恩
師
で
あ
る
が
、
魯
迅
に
と
っ
て
は
一
九
〇
九
年
に
同
校
の
前
身
、
杭
州

両
級
師
範
学
堂
に
赴
任
し
て
以
来
の
友
人
で
あ
る
。
ま
た
、
魯
迅
作
品
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
、
魯
迅
と
平
素
か
ら
親
し
く
交
際

し
て
い
た
陶
元
慶
（
一
八
九
三
―
一
九
二
九
）
は
、
豊
の
上
海
師
範
専
科
学
校
時
代
の
教
え
子
で
あ
り
、
当
時
は
立
達
学
園
の
同
僚
で

も
あ
っ
た
。

　

豊
子
愷
は
魯
迅
の
翻
訳
に
違
和
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
厨
川
の
「
エ
ツ
セ
イ
」
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
図

に
つ
い
て
、
厨
川
の
文
章
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
厨
川
は
「
エ
ツ
セ
イ
」
と
は
、「
冬
な
ら
ば
暖
爐
の
そ
ば
の
安
樂
椅
子
に
で
も
凭
れ

て
、
夏
な
ら
ば
浴
衣
が
け
に
苦
茗
を
啜
り
な
が
ら
打
寛
い
で
、
親
し
い
友
と
心
お
き
な
う
語
り
交
は
す
言
葉
を
其
儘
筆
に
寫
し
た
や
う

な
」
も
の
で
あ
り
、「
エ
ツ
セ
イ
に
取
つ
て
何
よ
り
も
大
切
な
要
件
は
、
筆
者
が
自
分
の
個
人
的
人
格
的
の
色
彩
を
濃
厚
に
出
す
事
で

あ
る
」
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
考
え
の
背
景
に
は
、
表
現
に
関
す
る
厨
川
の
以
下
の
よ
う
な
認
識
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

な
ぜ
も
つ
と
寛く
つ

ろ
い
で
飾
り
氣
な
く
物
が
言
へ
な
い
の
だ
ら
う
。
氣
取
つ
て
固
く
な
つ
た
り
、
論
理
の
輕
業
を
や
つ
た
り
、
有
り

も
し
な
い
學
問
を
振
り
廻
は
し
て
利
巧
ぶ
つ
た
り
な
ぞ
し
な
い
で
、
も
つ
と
素
直
に
、
も
つ
と
無
邪
氣
に
率
直
に
、
そ
し
て
ま
た
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自
然
の
儘
に
物
を
言
つ
た
つ
て
、
何
も
値
打
が
下さ
が

る
わ
け
で
は
あ
る
ま（

32 
）
い
。

　

豊
子
愷
は
日
常
生
活
に
題
材
を
と
っ
た
小
品
文
や
漫
画
を
得
意
と
し
て
い
た
が
、
厨
川
の
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
自
ら
の
言
わ

ん
と
し
た
事
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
豊
子
愷
は
、
学
生
が
陳
腐
な
文
言
で
も
っ
と
も
ら
し
い
文
章
を
書
く
の
で
は
な
く
、
た
と
え
稚
拙
で

は
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
言
葉
で
自
ら
の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
事
は
国
語
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

　

で
は
、
も
う
一
つ
の
科
目
、
美
術
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
豊
子
愷
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
、
随
筆
や
漫
画
の
創
作

活
動
に
専
念
す
る
以
前
は
芸
術
科
目
の
教
師
と
し
て
生
計
を
た
て
て
お
り
、
美
術
を
教
え
る
の
は
問
題
が
な
い
筈
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
日
の
授
業
で
豊
子
愷
は
遠
近
法
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
豊
の
考
え
で
は
、
絵
画
に
お
け
る
遠
近
法
と
は
文
章
に
お
け
る
文
法
の

よ
う
な
も
の
で
、
論
理
の
概
念
が
明
晰
で
あ
れ
ば
文
法
を
学
ば
ず
と
も
作
文
が
で
き
る
よ
う
に
、
透
視
の
概
念
が
明
晰
で
あ
れ
ば
遠
近

法
を
学
ば
ず
と
も
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
豊
は
、
遠
近
法
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
せ
ず
と
も
透
視
の
理

論
を
明
確
に
論
じ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
た
が
、
大
多
数
の
学
生
は
豊
が
何
の
話
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
で

あ
っ
た
。

　

理
解
で
き
な
い
様
子
の
学
生
を
見
て
、
豊
は
次
の
よ
う
な
感
慨
を
覚
え
た
。

　
　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
私
の
贅
沢
な
望
み
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
〇
年
間
、
教
師
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
学
生
に
う
ま
く
対
応
で

き
な
い
。
学
生
を
友
人
あ
る
い
は
家
の
子
ど
も
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
短
い
時
間
で
一
種
の
技
法
を
教
え
る
の
は
、
明

ら
か
に
為
し
難
き
こ
と
で
あ
っ（

33 
）
た
。

　

美
術
を
教
え
る
に
あ
た
り
、
豊
子
愷
が
戸
惑
い
を
覚
え
た
の
は
、
技
術
面
の
指
導
だ
け
で
は
な
い
。
抗
戦
下
、
芸
術
の
授
業
で
果
た

し
て
何
を
、
そ
し
て
如
何
に
教
え
る
べ
き
な
の
か
、
豊
に
と
っ
て
自
ら
の
信
念
に
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
い
日
々
が
続
い
た
。
一
九
三
八

年
一
一
月
二
六
日
の
日
記
に
、
豊
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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芸
術
科
を
教
え
る
に
あ
た
り
、
私
は
直
接
的
な
効
果
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
間
接
的
効
果
を
重
視
す
る
よ
う
に
提
唱
す
る
。
学

生
に
は
、
直
接
役
に
立
つ
よ
う
な
絵
が
描
け
る
よ
う
に
な
る
よ
り
も
、
美
を
愛
す
る
心
を
育
て
て
欲
し
い
の
だ
。
絵
を
描
く
よ
う

な
心
持
ち
で
日
々
を
お
く
り
、
社
会
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
活
は
美
し
く
、
こ
の
世
は
平
和
に
な
る
。
こ
れ
は
芸
術

の
最
大
の
効
果
で
あ
る
。
芸
術
科
目
を
学
ぶ
の
に
も
「
挙
斯
心
加
之
彼
（
斯こ

の
心
を
挙
げ
て
之
を
彼
に
加
う
る
、
大
野
注
）」
は
必
要

で
あ
り
、
ま
た
「
善
推
其
所
爲
（
善よ

く
其
の
爲
す
所
を
推
す
、
大
野
注
）」
も
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
は
非
常
時
で
は

あ
る
が
、
芸
術
科
も
必
ず
し
も
抗
戦
画
だ
け
を
重
視
す
る
必
要
は
な
い
。
現
在
、
芸
術
科
の
教
師
を
し
て
い
る
者
で
、
こ
の
意
味

が
わ
か
る
者
は
一
体
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う（

34 
）
か
？

　

文
中
の
「
挙
斯
心
加
之
彼
」、「
善
推
其
所
爲
」
は
『
孟
子
』（
梁
恵
王
章
句
上
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
自
分
の
身
近
な

者
や
身
内
に
対
す
る
よ
う
な
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
広
く
一
般
に
推
し
広
げ
、
天
下
万
民
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
を
指（

35 
）
す
。

　

こ
の
日
記
を
書
い
た
当
日
、
豊
子
愷
は
国
語
の
授
業
で
『
孟
子
』
を
読
ま
せ
た
が
、
こ
の
箇
所
に
来
た
時
、
豊
は
大
い
に
感
動
を
覚

え
た
。
豊
子
愷
に
と
っ
て
、
当
時
の
社
会
が
乱
れ
て
い
る
の
は
す
べ
て
、
人
が
「
推
其
所
爲
」
で
き
ず
、
ま
た
「
挙
斯
心
加
之
彼
」
で

き
な
い
か
ら
、
つ
ま
り
あ
ま
り
に
も
自
己
本
位
で
、
他
者
へ
の
共
感
や
同
情
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
豊
子
愷
は
続
け
て
、

「
人
を
治
め
る
の
に
、
内
か
ら
治
め
る
の
で
は
な
く
、
外
か
ら
統
制
せ
ん
と
す
る
が
た
め
に
、
問
題
が
次
か
ら
次
へ
と
生
じ
、
つ
い
に

は
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い（

36 
）
る
。

　

豊
子
愷
は
こ
の
理
を
感
動
と
と
も
に
、
学
生
に
詳
細
に
説
明
し
た
が
、
彼
ら
は
た
だ
黙
々
と
聞
く
だ
け
で
、
感
動
し
て
い
る
の
か
、

ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
豊
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
時
勢
と
は
流
れ
を
異
に
す
る
、
自
ら
の
美
術
の
授
業
に
対
す
る
信
念
を
支

え
る
証
左
に
も
な
っ（

37 
）
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
美
術
や
国
語
の
授
業
だ
け
に
関
す
る
問
題
で
は
な
く
、
戦
時
下
で
の
豊
子
愷
の
姿
勢
そ
の

も
の
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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五
．
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て

　

前
述
の
よ
う
に
、
豊
子
愷
を
最
初
に
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
吉
川
幸
次
郎
で
あ
る
。
吉
川
は
一
九
三
〇
年
代
に
上
海
で
出
版
さ
れ
た

豊
の
随
筆
集
四
冊
か
ら
一
三
篇
を
選
び
、
翻
訳
集
『
縁
縁
堂
随
筆
』
と
し
て
一
九
四
〇
年
に
創
元
社
か
ら
出
版
し
た
。
吉
川
は
同
書

「
訳
者
の
言
葉
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

著
者
豐フ
オ
ン
ツ
ケ

子
愷
氏
を
、
私
は
現
代
支
那
に
お
け
る
最
も
芸
術
家
ら
し
い
芸
術
家
だ
と
思
う
。（
中
略
）
私
は
著
者
の
い
か
に
も
芸
術

家
ら
し
い
真
率
さ
を
、
万
物
に
対
す
る
豊
か
な
愛
を
、
更
に
ま
た
そ
の
気
品
を
、
気
骨
を
、
愛
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代
に
お
い

て
陶ド
ユ
ミ
ン

淵
明
的
な
、
ま
た
王
ウ
ア
ン
ヴ
イ維
的
な
人
格
を
捜
す
な
ら
ば
、
ま
ず
著
者
で
あ
ろ
う
。
が
さ
つ
な
ま
や
か
し
も
の
の
多
い
海ヘ
イ
パ派
―
上
海

派
の
文
人
の
中
で
、
著
者
の
姿
は
、
鶏
群
の
一
鶴
の
よ
う
な
気
が
す
る
（
38 
）。

　

ま
た
、
一
九
二
六
年
の
上
海
旅
行
で
郭
沫
若
や
田
漢
、
欧
陽
予
倩
ら
と
知
り
合
い
、
中
国
文
壇
に
関
心
を
い
だ
い
て
い
た
谷
崎
潤
一

郎
は
中
国
の
「
現
代
作
家
の
著
作
」
の
一
つ
と
し
て
同
書
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
縁
縁
堂
随
筆
で
あ
る
が
、
此
の
僅
々
百
七
十
頁
の
小
冊
子
を
読
ん
だ
ゞ
け
で
も
著
者
の
愛
す
べ
き
気
稟
や
才
能
が
窺
は

れ
て
、
い
か
に
も
吉
川
氏
の
言
の
読
者
を
欺
か
な
い
の
を
知
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
此
の
随
筆
は
た
し
か
に
芸
術
家
の
書
い
た

も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
別
に
為
め
に
な
る
こ
と
や
む
づ
か
し
い
こ
と
な
ど
を
取
り
上
げ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
が
、
ほ
ん

の
ち
よ
つ
と
し
た
詰
ま
ら
な
い
こ
と
を
書
い
て
も
、
此
の
人
の
筆
に
か
ゝ
る
と
忽
ち
一
種
の
風
韻
を
帯
び
て
来
る
と
こ
ろ
は
不
思

議
で
あ
る
。（
中
略
）
就
中
私
は
、
西
瓜
の
種
を
食
べ
る
こ
と
と
云
ふ
巻
頭
の
一
篇
十
五
頁
程
の
も
の
だ
け
で
も
、
多
く
の
人
々

に
是
非
読
ん
で
み
る
こ
と
を
す
ゝ
め
た
い
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
ん
な
に
支
那
的
で
、
こ
ん
な
に
下
ら
な
い
こ
と
を
、
こ
ん
な
に
面

白
く
書
い
て
あ
る
点
は
、
正
に
随
筆
の
上
乗
と
云
へ
る
か
ら
で
あ（

39 
）

る
。
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こ
の
谷
崎
の
文
章
は
そ
の
後
、
夏
丏
尊
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
当
時
、
夏
丏
尊
が
編
集
長
を
務
め
て
い
た
雑
誌
『
中
学
生
』
に
掲
載

さ
れ
た
。
豊
子
愷
は
後
に
同
文
に
対
す
る
感
想
を
発
表
し
た
が
、
そ
こ
に
は
随
所
に
吉
川
、
谷
崎
へ
の
痛
烈
な
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い

（
40 
）
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
、
随
筆
「
喫
瓜
子
（
西
瓜
の
種
を
食
べ
る
こ
と
）」
と
『
教
師
日
記
』
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
原
題
に
あ
る

「
瓜
子
」
と
は
、
西
瓜
や
南
瓜
な
ど
瓜
類
の
種
を
炒
っ
た
も
の
で
、
中
国
の
ご
く
一
般
的
な
お
茶
う
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
に
と
っ

て
瓜
子
は
見
る
も
恐
ろ
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　

豊
は
平
素
か
ら
瓜
子
を
嫌
い
、
自
宅
に
置
く
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
疎
開
中
に
急
性
結
膜
炎
を
患
い
、
両
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
数

日
間
は
、
瓜
子
を
食
べ
る
こ
と
が
唯
一
の
慰
め
と
な
っ
た
。
そ
の
様
子
が
『
教
師
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

昔
、
縁
縁
堂
（
浙
江
省
崇
徳
県
に
あ
っ
た
豊
の
自
宅
、
大
野
注
）
に
い
た
頃
に
は
、
眼
疾
を
患
っ
て
も
オ
ル
ガ
ン
や
蓄
音
機
が
あ

り
、
耳
か
ら
精
神
の
食
糧
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
疎
開
中
の
今
は
す
べ
て
が
な
お
ざ
り
で
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
す
ら
な
い
。（
中
略
）

こ
こ
数
日
は
瓜
子
を
食
べ
る
こ
と
が
唯
一
の
気
晴
ら
し
と
な
っ
た
。（
中
略
）
か
つ
て
私
は
あ
る
文
章
で
、
瓜
子
は
時
間
泥
棒
だ

と
批
判
し
、
瓜
子
亡
国
論
を
述
べ
た
（
宇
宙
風
に
掲
載
、
原
注
）。
こ
こ
数
日
は
、
瓜
子
だ
け
が
私
を
慰
め
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え

た
。
思
う
に
、
病
気
の
時
は
時
間
が
有
り
余
っ
て
い
て
、
時
を
も
て
あ
ま
す
の
が
怖
い
の
だ
。
し
か
し
病
が
癒
え
た
今
で
は
、
瓜

子
を
見
る
と
忽
ち
嫌
悪
感
が
生
じ
た
。
瓜
子
は
退
廃
的
な
物
に
し
か
見
え
ず
、
近
寄
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
広
西
の
瓜
子
を
批
判

す
る
文
章
を
ま
た
書
こ
う
か
と
思
っ
た
が
、
ひ
と
ま
ず
は
数
日
の
間
、
私
を
慰
め
て
く
れ
た
瓜
子
の
情
誼
を
思
い
、
止
め
て
お

（
41 
）
く
。

　

上
文
中
の
「
瓜
子
亡
国
論
」
が
即
ち
、
谷
崎
の
絶
賛
し
た
随
筆
「
西
瓜
の
種
を
食
べ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
尚
、
文
中
に
「
宇
宙
風
に

掲
載
」
と
あ
る
の
は
豊
の
記
憶
違
い
で
、
正
し
く
は
『
論
語
半
月
刊
』
第
四
一
期
で
あ
る
。
同
文
で
豊
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　

瓜
子
の
種
を
食
べ
る
こ
と
を
発
明
し
た
人
は
実
に
ず
ば
抜
け
た
天
才
で
あ
る
！
こ
れ
は
最
も
有
効
な
「
暇
つ
ぶ
し
」
の
方
法
で
、
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も
し
「
歳
月
を
無
駄
」
に
し
た
い
な
ら
ば
、
阿
片
を
吸
う
以
外
に
は
瓜
子
を
食
べ
る
の
が
一
番
で
あ
る
。（
中
略
）
好
き
な
だ
け

瓜
子
を
楽
し
ん
で
い
る
中
国
人
は
、
暇
つ
ぶ
し
と
い
う
道
に
か
け
て
は
、
実
に
ず
ば
抜
け
て
積
極
的
な
、
行
動
力
に
あ
ふ
れ
た
人

間
で
あ
る
！
（
中
略
）
中
国
人
が
「
カ
リ
ッ
、
ペ
ッ
」「
テ
ィ
ッ
、
テ
ィ
ッ
」
と
い
う
、
瓜
子
を
食
べ
る
音
の
中
で
無
駄
に
す
る

時
間
は
、
毎
年
統
計
を
取
れ
ば
き
っ
と
驚
く
べ
き
数
に
な
る
だ
ろ
う
。
将
来
、
こ
の
「
瓜
子
を
食
べ
る
道
理
や
教
え
」
が
発
展
し

た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
中
国
の
す
べ
て
さ
え
、
こ
の
「
カ
リ
ッ
、
ペ
ッ
」「
テ
ィ
ッ
、
テ
ィ
ッ
」
と
い
う
音
の
中
で
消
滅
し
て
し

ま
う
こ
と
だ
ろ
う
（
42 
）。

　

前
述
の
谷
崎
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
四
二
年
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
一
九
四
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
谷
崎
の
「
こ

ん
な
に
支
那
的
で
、
こ
ん
な
に
下
ら
な
い
こ
と
を
、
こ
ん
な
に
面
白
く
書
い
て
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
豊
子
愷
は
、
そ
し
て
戦
時
下
の

中
国
人
読
者
た
ち
は
、
如
何
な
る
思
い
で
目
に
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

豊
子
愷
の
こ
の
文
章
の
根
底
に
は
、
中
国
国
内
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
存
在
す
る
。
豊
は
日
記
に
瓜
子
に
つ
い
て
書
い
た
一
週
間

後
に
も
、
自
ら
の
髭
を
題
材
に
国
内
批
判
を
記
し
た
。
豊
子
愷
と
い
え
ば
、
そ
の
長
い
あ
ご
鬚
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
九
三
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
最
愛
の
母
、
鐘
雲
芳
へ
の
追
慕
の
思
い
か
ら
蓄
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

豊
子
愷
の
父
、
豊
鐄
は
挙
人
（
一
九
〇
二
年
合
格
）
で
あ
っ
た
が
、
父
母
の
喪
中
は
受
験
不
可
と
の
規
定
か
ら
会
試
を
受
験
せ
ぬ
ま

ま
、
科
挙
制
度
が
廃
止
と
な
り
、
失
意
の
う
ち
に
肺
病
で
逝
去
し
た
（
享
年
四
一
歳
）。
父
自
身
は
科
挙
に
翻
弄
さ
れ
た
よ
う
な
人
生
で

あ
っ
た
が
、
子
ど
も
の
教
育
に
は
比
較
的
リ
ベ
ラ
ル
な
考
え
を
も
っ
て
お
り
、
娘
の
教
育
に
も
力
を
注
い
だ
。
父
の
死
後
、
母
は
近
隣

の
農
民
相
手
の
零
細
な
藍
染
業
と
わ
ず
か
な
農
地
か
ら
の
収
入
で
、
残
さ
れ
た
幼
い
豊
子
愷
と
七
人
も
の
姉
妹
を
育
て
あ
げ
た
。
豊
子

愷
は
母
の
生
存
中
に
、
そ
の
恩
に
報
い
き
れ
な
か
っ
た
と
の
呵
責
の
念
か
ら
、
髭
を
伸
ば
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
九
年
二
月
二
四
日
の
日
記
に
は
、
豊
子
愷
の
髭
を
め
ぐ
る
風
評
の
数
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。
有
名
人
で
あ
る
が
故
に
、
疎
開
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途
上
の
豊
子
愷
一
家
の
言
動
は
し
ば
し
ば
興
味
半
分
の
、
虚
偽
の
報
道
を
さ
れ
た
。
ま
ず
初
め
は
、
上
海
の
親
戚
か
ら
の
手
紙
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
「
昨
日
、
無
錫
新
聞
を
見
た
と
こ
ろ
、『
子
愷
氏
は
入
り
組
ん
だ
山
道
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
延
々
と
歩
き
、
長
沙
に
到
達

し
た
。
両
手
に
余
る
程
の
長
い
あ
ご
髭
は
き
れ
い
に
剃
り
落
と
さ
れ
て
い
た
』
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
本
当
で
す
か
？
」
と
書
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
読
ん
だ
豊
子
愷
一
家
は
大
笑
い
し
た
。
豊
は
続
け
て
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
　

抗
戦
以
来
、
江
蘇
や
浙
江
の
新
聞
が
し
ば
し
ば
私
の
行
方
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
大
部
分
は
で
た
ら
め
で
、
馬
鹿
げ
て
い
る
。
前

に
浙
江
の
あ
る
新
聞
で
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
豊
子
愷
、
髭
を
切
っ
て
抗
戦
す
る
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
あ
る
新
聞
で
は
、
記
者
自
身

が
開
化
で
私
に
会
っ
た
が
「
長
い
あ
ご
髭
は
既
に
無
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
実
の
と
こ
ろ
、
私
は
ま
だ
開
化
に
は
行
っ
た
こ
と

が
無
い
、
原
注
）。
上
海
の
あ
る
小
新
聞
に
は
「
髭
は
一
本
も
残
っ
て
い
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
今
、
無
錫
新
聞
に
も
ま
た

「
き
れ
い
に
剃
り
落
と
さ
れ
て
い
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
国
家
の
危
急
存
亡
の
時
に
、
私
の
髭
の
こ
と
を
国
民
が
こ
の
よ

う
に
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
た
と
は
、
実
に
予
想
外
で
あ
る
。
近
頃
、
新
枚
が
、
私
の
胸
に
抱
か
れ
て
は
い
つ
も
小
さ
な
手
で
髭

を
も
て
あ
そ
び
、
時
に
は
数
本
抜
い
て
し
ま
う
。
今
後
は
も
う
触
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
は
新
聞
の
題

材
で
あ
り
、
国
民
が
嘱
目
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
子
ど
も
が
好
き
勝
手
に
い
じ
っ
た
り
、
抜
い
た
り
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の

（
43 
）
だ
。

　

軽
妙
で
皮
肉
の
効
い
た
文
章
は
、
ま
さ
に
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
豊
子
愷
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
当
時
の
抗
戦
的
文
章
の
多
く
が
日
本
批
判

に
終
始
し
て
い
た
の
と
は
大
い
に
対
照
的
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
豊
子
愷
が
戦
時
下
、
疎
開
中
に
書
い
た
『
教
師
日
記
』
の
冒
頭
、
桂
林
師
範
学
校
に
奉
職
し
た
一
九
三
八
年
一
一
月
の
日
記
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（
1
）　

小
論
で
は
『
教
師
日
記
』
第
二
版
（
一
九
四
六
年
、
上
海
・
萬
光
書
局
版
）
を
用
い
る
。

（
2
）　

雑
誌
『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』（
第
一
七
期
―
第
三
〇
期
）
に
掲
載
さ
れ
た
『
教
師
日
記
』
と
単
行
本
『
教
師
日
記
』
で
は
、
記
載
内
容
や
表
現
に
差
異

が
み
ら
れ
る
。
単
行
本
の
刊
行
時
、
豊
子
愷
一
家
は
四
川
省
に
落
ち
着
い
て
い
た
が
、『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』
掲
載
当
時
は
浙
江
省
や
広
西
省
の
各
地
を

転
々
と
疎
開
し
て
お
り
、『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』
へ
の
日
記
の
連
載
は
国
内
各
地
の
親
戚
、
友
人
、
読
者
に
自
分
た
ち
家
族
の
無
事
や
動
向
を
伝
え
る
意
味

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
内
容
の
多
く
は
単
行
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
政
治
的
な
意
図
や
、
思
想
的
な
内
容
で
追
加
、
削
除
さ

れ
た
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
尚
、『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』
第
三
〇
期
に
掲
載
さ
れ
た
『
教
師
日
記
』（
十
続
）
の
末
尾
に
は
、（
暫
完
）
と
あ
り
、
本
来
は
単

行
本
『
教
師
日
記
』
に
収
録
さ
れ
た
浙
江
大
学
当
時
（
一
九
三
九
年
三
月
―
一
九
三
九
年
六
月
）
の
日
記
も
、
続
け
て
『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』
に
掲
載
の

予
定
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。　

（
3
）　

小
野
忍
「
豊
子
愷
『
教
師
日
記
』」『
中
国
文
学
雑
考
』
大
安
社
、
一
九
六
七
年
、
三
〇
五
―
三
〇
八
頁
。

を
中
心
に
、
当
時
、
豊
子
愷
が
い
だ
い
て
い
た
時
局
へ
の
違
和
感
、
幼
子
の
誕
生
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
前
途
へ
の
希
望
、
戦
争
に
も

影
響
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
信
念
、
理
想
な
ど
を
見
て
き
た
。

　

こ
れ
以
降
、
豊
子
愷
は
恩
師
、
馬
一
浮
の
待
つ
桂
林
浙
江
大
学
へ
異
動
し
、
桂
林
師
範
大
学
と
は
異
な
っ
た
教
師
生
活
を
お
く
る
こ

と
に
な
る
。
桂
林
浙
江
大
学
へ
の
異
動
は
馬
一
浮
、
豊
子
愷
の
願
い
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
下

の
交
通
事
情
に
よ
り
、
転
居
は
物
理
的
に
困
難
を
き
わ
め
た
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
や
馬
一
浮
と
豊
子
愷
の
師
弟
関
係
、
桂
林
浙
江
大

学
で
の
生
活
、
そ
し
て
新
し
い
環
境
で
豊
子
愷
が
い
だ
い
た
想
い
等
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　

尚
、
小
論
は
雑
誌
『
東
方
』
三
五
九
号
―
三
七
三
号
（
二
〇
一
一
年
一
月
―
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
連
載
し
た
「
豊
子
愷
『
教
師
日

記
』
を
読
む　

あ
る
中
国
人
漫
画
家
の
仏
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（
第
一
回
―
第
一
五
回
）
に
修
正
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。『
教
師

日
記
』
に
関
す
る
内
容
で
は
あ
っ
て
も
、『
東
方
』
以
外
の
論
文
等
で
既
に
発
表
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し（

44 
）
た
。
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（
4
）　

豊
子
愷
「
教
師
日
記
」『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』
第
一
七
期
、、
七
二
六
頁
。
以
下
、『
宇
宙
風
（
乙
刊
）』
に
連
載
さ
れ
た
「
教
師
日
記
」
に
つ
い
て
は

「
日
記
」『
宇
宙
風
』
と
、
ま
た
単
行
本
『
教
師
日
記
』
に
つ
い
て
は
『
日
記
』
と
省
略
す
る
。

（
5
）　

同
上
（
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
三
日
）。

（
6
）　

曾
先
之
著
、
今
西
凱
夫
訳
『
十
八
史
略
上
』
学
習
研
究
社
、
一
九
八
五
年
、
五
五
七
―
五
五
八
頁
。
原
文
は
同
著
別
冊
、
一
三
一
―
一
三
二
頁
。

（
7
）　
「
日
記
」『
宇
宙
風
』
第
一
七
期
、
七
二
六
頁
（
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
四
日
）。
尚
、
こ
の
箇
所
は
『
日
記
』
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

豊
子
愷
は
創
設
者
の
一
人
と
し
て
、
一
九
二
八
年
以
降
も
校
務
委
員
と
し
て
立
達
学
園
に
所
属
し
て
い
た
が
、
匡
互
生
が
病
死
す
る
と
、
そ
れ
以
前

か
ら
見
ら
れ
た
理
想
教
育
派
と
国
民
党
右
派
と
の
対
立
が
更
に
顕
著
な
も
の
と
な
り
、
豊
は
周
予
同
や
沈
仲
九
ら
匡
互
生
派
と
と
も
に
立
達
学
園
を
完
全

に
離
れ
た
。
匡
互
生
や
沈
仲
九
ら
は
無
政
府
主
義
者
で
は
あ
る
が
、
易
寅
村
（
培
基
）
や
李
石
曾
、
呉
稚
暉
ら
国
民
党
元
老
ら
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ

た
。
当
時
、
国
民
党
は
拡
大
す
る
共
産
党
勢
力
と
対
抗
す
る
必
要
か
ら
無
政
府
主
義
者
の
力
を
必
要
と
し
て
お
り
、
無
政
府
主
義
者
も
ま
た
国
民
党
の
保

護
を
利
用
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
立
達
学
園
に
は
国
民
党
系
と
無
政
府
主
義
系
の
双
方
の
教
師
が
お
り
、
平
素
か
ら
対
立

関
係
に
あ
っ
た
。

（
9
）　
「
日
記
」『
宇
宙
風
』
第
一
七
期
、
七
二
六
頁
。

（
10
）　

豊
子
愷
に
は
新
枚
の
ほ
か
に
、
長
女
陳
宝
（
一
九
二
〇
生
）、
次
女
林
先
（
一
九
二
一
年
生
）、
三
女
寧
馨
（
一
九
二
二
年
生
、
豊
子
愷
の
姉
豊
満
が

離
婚
後
に
出
産
、
豊
子
愷
夫
妻
が
実
子
同
然
に
養
育
）、
長
男
華
膽
（
一
九
二
四
年
生
）、
次
男
元
草
（
一
九
二
七
年
生
）、
四
女
一
吟
（
一
九
二
九
年
生
）

が
い
た
。
ま
た
、
一
九
二
六
年
に
は
男
児
奇
偉
が
生
ま
れ
た
が
夭
逝
。

（
11
）　
『
日
記
』、
六
頁
（
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
六
日
）。

（
12
）　

吉
川
幸
次
郎
、「
豐
子
愷
『
縁
々
堂
随
筆
』
―
訳
者
の
言
葉
」、『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
一
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
四
四
三
―
四
四
四

頁
。
尚
、
全
集
収
録
に
あ
た
り
、
初
本
版
（
吉
川
幸
次
郎
訳
『
縁
縁
堂
随
筆
』
創
元
社
、
一
九
四
〇
年
）
の
旧
字
、
旧
仮
名
は
新
字
、
新
仮
名
に
改
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
小
論
で
も
そ
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

（
13
）　
『
日
記
』
五
七
頁
（
一
九
三
八
年
一
二
月
二
九
日
）。

（
14
）　
『
日
記
』
二
四
頁
（
一
九
三
八
年
一
一
月
一
七
日
）。
豊
子
愷
は
引
用
に
際
し
て
「
山
窮
水
尽
疑
無
路
」
と
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
山
重
水
複
疑
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無
路
」。

（
15
）　
「
遊
山
西
村
」
の
書
き
下
し
文
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
を
参
照
に
し
た
。
前
野
直
彬
『
山
林
の
う
た　

宋
～
清
（
中
国
の
名
詩　

八
）』
平
凡

社
、
一
九
八
三
年
、
五
二
―
五
三
、二
四
四
頁
。
小
川
環
樹
「
陸
遊
」『
小
川
環
樹
著
作
集　

第
三
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
、
二
三
二
―
二
三
三

頁
。

（
16
）　

小
川
環
樹
、
同
上
「
陸
游
」、
二
三
四
頁
。

（
17
）　

同
上
。

（
18
）　

豊
子
愷
「
致
夏
丏
尊
」『
豊
子
愷
文
集
』
第
七
巻
、
浙
江
文
芸
出
版
社
・
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
三
六
九
頁
。
以
下
、『
豊
子
愷
文
集
』

は
『
豊
文
集
』
と
略
す
。
出
版
年
度
は
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
そ
の
巻
が
初
出
の
場
合
は
年
数
を
併
記
す
る
。

（
19
）　
『
日
記
』
二
四
―
二
五
頁
（
一
九
三
八
年
一
一
月
一
七
日
）。

（
20
）　

豊
子
愷
「
未
来
的
国
民
―
新
枚
」『
豊
文
集
』
第
五
巻
、
一
九
九
二
年
、
六
六
七
頁
。

（
21
）　
『
日
記
』
七
―
八
頁
（
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
八
日
）。
尚
、『
宇
宙
風
』
第
一
七
期
の
同
日
の
「
日
記
」（
七
二
九
頁
）
で
は
、
引
用
箇
所
の
冒
頭
は

「
牛
乳
を
飲
ま
せ
、
牛
小
屋
に
住
ま
わ
せ
ば
、
新
枚
は
将
来
、
牛
の
よ
う
な
大
き
な
力
で
、
敵
を
防
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
22
）　
『
日
記
』
九
頁
（
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
九
日
）。

（
23
）　
「
日
記
」『
宇
宙
風
』
第
一
八
期
、
七
六
七
頁
に
は
、
引
用
文
中
の
「（
特
に
中
国
に
お
い
て
）」
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

（
24
）　
『
日
記
』
一
五
―
一
六
頁
（
一
九
三
八
年
一
一
月
三
日
）。

（
25
）　
『
日
記
』
一
五
五
頁
（
一
九
三
九
年
六
月
二
二
日
）。　

（
26
）　

豊
子
愷
、
前
掲
「
未
来
的
国
民
―
新
枚
」
六
六
四
頁
。

（
27
）　
『
日
記
』、
前
掲
、
一
五
五
頁
。

（
28
）　
『
日
記
』
一
三
頁
（
一
九
三
八
年
一
一
月
一
日
）。

（
29
）　

魯
迅
「『
苦
悶
的
象
徴
』
引
言
」
お
よ
び
「『
出
了
象
牙
之
塔
』
後
記
」、『
魯
迅
全
集
』（
第
一
〇
巻
）、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
二
三
二

頁
、
二
四
五
頁
。
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（
30
）　

魯
迅
一
九
二
四
年
一
二
月
初
版
、
豊
子
愷
一
九
二
五
年
三
月
初
版
。

（
31
）　

魯
迅
「
関
於
『
苦
悶
的
象
徴
』」、
前
掲
『
魯
迅
全
集
』（
第
七
巻
）、
二
四
四
頁
。

（
32
）　

厨
川
白
村
「
象
牙
の
塔
を
出
て
」、『
厨
川
白
村
集
』
第
四
巻
、
厨
川
白
村
集
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
、
一
頁
、
七
―
八
頁
。

（
33
）　
『
日
記
』
一
八
頁
（
一
九
三
八
年
一
一
月
七
日
）。
尚
、
引
用
文
中
の
「
友
人
あ
る
い
は
家
の
子
ど
も
」
の
箇
所
は
、「
日
記
」『
宇
宙
風
』
第
一
九

期
、
八
〇
七
頁
で
は
、「
同
じ
学
力
レ
ベ
ル
の
友
人
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
末
文
の
「
明
ら
か
に
為
し
難
き
こ
と
で
あ
っ
た
」
は
、
同
「
日
記
」
で

は
「
は
か
ら
ず
も
絶
対
的
に
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
師
を
す
る
こ
と
へ
の
興
味
が
大
い
に
失
わ
れ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
34
）　
『
日
記
』
三
七
頁
（
一
九
三
八
年
一
一
月
二
六
日
）。

（
35
）　

十
三
経
注
疎
整
理
委
員
会
『
孟
子
注
疏
（
十
三
経
注
疏
）』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六
頁
。
尚
、
豊
子
愷
の
引
用
し
た
「
挙
斯
心
加

之
彼
」
は
、
正
し
く
は
「
挙
斯
心
加
諸
彼
」
で
あ
る
。

（
36
）　
『
日
記
』
三
六
頁
（
一
九
三
八
年
一
一
月
二
六
日
）。

（
37
）　

同
上
、
三
七
頁
（
同
上
）。

（
38
）　

吉
川
幸
次
郎
、
前
掲
「
訳
者
の
言
葉
」
四
四
一
頁
。

（
39
）　

谷
崎
潤
一
郎
「
き
の
ふ
け
ふ
」『
谷
崎
潤
一
郎
全
集　

第
十
四
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
、
四
六
一
頁
、
四
七
一
―
四
七
二
頁
。

（
40
）　

豊
子
愷
『
率
真
集
』
万
葉
書
店
、
一
九
四
六
年
。
同
書
に
は
上
述
の
谷
崎
の
文
章
の
夏
丏
尊
に
よ
る
訳
文
も
収
録
。

（
41
）　
『
日
記
』
八
四
頁
（
一
九
三
九
年
二
月
一
七
日
）。

（
42
）　

豊
子
愷
「
喫
瓜
子
」『
論
語
半
月
刊
』
第
四
一
期
（
一
九
三
四
年
五
月
一
六
日
）。

（
43
）　
『
日
記
』
八
八
頁
（
一
九
三
九
年
二
月
二
四
日
）。

（
44
）　

大
野
公
賀
『
中
華
民
国
期
の
豊
子
愷
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
。O

N
O

, K
im

ika, Feng Zikaiʼs Experience of W
ar as seen in A

 

T
eacherʼs D

iary 

『
東
洋
法
学
』
第
五
七
巻
第
三
号
、
四
二
三
―
四
四
二
頁
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

―
お
お
の　

き
み
か
・
法
学
部
准
教
授
―
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